






研究目的 

昨年度来本学産婦人科に於ける多胎の疫学的調査を過去 18 年間に亘り施行しその発生が

少しづつ上昇して来ている事実及び,排卵誘発時の多排卵過剰刺戟の防止策として尿中 E3

迅速簡易定量法を開発したことを報告した。 

卵胞発育は,エストローゲンと超音波断層診断法によってモニターすることに目下の所異

存がないと思われている。われわれはLH-RH に対する下垂体の反応が尿中 Eとよく相関す

る事実を報告したが血中Eは大凡そ6時間を周期として変動していること,及び生物学的反

応tropic Hormoneの集積された量の表現となることを考える時一定のクリアランスを経て

排泄されて来た尿中Eの方が卵胞の発育過程把握のパラメーターとしてすぐれていると考

えられる。血中 E定量は RIAでなされ時間的にもその日の中に回答は得られない。簡易迅

速法によって得られた情報が従来の CM 等の変化による判定での排卵誘発法をどのように

モニターし得るかを他のいろいろのパラメーターと比較してみた。 


